第48回ガラスおよびフォトニクス材料討論会予稿集原稿作成要領

Ⅰ．討論主題１「ガラス、無機‐有機ハイブリッド、フォトニクス材料の科学と技術」の発表について

 1) 原稿は、口頭またはポスター発表１件につきA4用紙 ２枚です。

 2) 本要領を参考に、講演タイトル、所属（略称）、氏名（講演者に○印）、英文Abstract、本文（日本語または英語）を書いてください。講演タイトル、日本語の所属と氏名、英文Abstractの後は、１行空けて下さい。

 3) 講演タイトルは強調文字（ボールド）で書いて下さい。英文Abstractは講演タイトル、氏名、所属（略称）、概要、問合先（e-mailまたはFAX）の順に書いて下さい。Abstractは50～100語としてください。各項目間はスペースとスラッシュで区切って下さい。また、予稿集本文との間は線で区切って下さい。フォントは明朝系、サイズは10.5ポイントを推奨いたします。

 4) マージンは上下左右それぞれ20mmです。

 5) 単位はSI単位を使用して下さい。図表のキャプションは、なるべく英語で書いて下さい。
 6) 原稿のPDFファイルをe-mail添付でご送付ください。この場合、印刷クオリティーでフォントはファイルに内蔵してください。プリンタフォントを使用すると、様式が崩れる場合があります。なお、ファイル名は“講演番号name.pdf”としてください。ファイルサイズは3Mb程度を目安として作成してください。

例： 講演番号がA10で名前が天伯太郎の場合　→　A10tempaku.pdf

 7) 必要に応じて郵送でも受け付けます。原稿は折らずに厚紙を添え、コピー１部と共に期日までに送付して下さい。送付いただいた原稿は返却いたしません。

 Ⅱ．共催特別企画： 「ガラス産業連合会・第３回ガラス技術シンポジウム」 のポスター発表について
 1) 原稿は、ポスター発表１件につきA4用紙 1枚です。
 2) 討論主題１に準じて作成、送付してください。ただし、英文Abstractは不要、文字数400字程度。
 3) 本要領を参考に、講演タイトル、所属（略称）、氏名（講演者に○印）、本文（日本語または英語）を書いてください。講演タイトル、日本語の所属と氏名の後は、１行空けて下さい。
締め切り日　２００７年１０月５日（金）必着 
送付先：　〒４４１-８５８０　豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1　豊橋技術科学大学・物質工学系

松田厚範　（glass48@tutms.tut.ac.jp）

「　　ガラス、無機‐有機ハイブリッド、フォトニクス材料の科学と技術」テンプレート
（豊橋技科大A，名古屋大B）　○天伯太郎A，不老次郎B
Instruction for Preparation of Manuscript for the 48th Symposium on Glass and Photonic Materials / ○ Tempaku, T. (Toyohashi Univ. Tec.), Furou, J. (Nagoya Univ.) / The manuscript, except for the session in GIC Symposium, should be typewritten on two pages of one side of white A4 (210×297 mm) papers with 20 mm margins on each side. Author’s name(s)　and affiliation(s) should be presented.  In addition, an abstract of 50–100 words in English should be presented. The manuscript for the session in GIC Symposium should be written within 400 characters in Japanese or corresponding words in English by MS-WORD. Please read carefully the following instructions and prepare the clear manuscript for the 48th SGPM. 

問合先 : e-mail  glass48@tutms.tut.ac.jp
（本文）

(1) 「ガラス、無機-有機ハイブリッド、フォトニクス材料の科学と技術」の口頭発表とポスター発表の予稿作成テンプレートです。
(2) 「ガラス産業連合会・第３回ガラス技術シンポジウム」 の口頭発表の予稿作成テンプレートもこれと同じです。
ただし、「ガラス産業連合会・第３回ガラス技術シンポジウム」 のポスター発表の場合は、
タイトル、所属、氏名と４００字程度の本文とし、英文Abstractは不要です。次ページをご参照ください。
逆井・松田研究室　研究テーマ紹介

（豊橋技科大A，名古屋大B）　○天伯太郎A，不老次郎B

逆井・松田研究室では機能性材料の合成とキャラクタリゼーション、材料の力学物性評価とその理論解析を行っている。
（１）ゾルゲル法による機能性コーティング膜や微粒子の作製と特性評価を行なっている。また、最近ではメカノケミカル法や交互積層法による新規なプロトン伝導性材料の開発と燃料電池への応用に取り組んでいる。
（２）圧子力学によるセラミック系材料の力学物性評価と解析理論確立のための研究を行っている。ナノインデンテーション法による微小領域での力学物性測定に取り組み、ゾルゲル無機－有機ハイブリッド膜の評価も行っている。さらに、「顕微インデンター」の開発にも成功している。
（３）セラミック材料の高温下における時間依存型の力学特性評価を行っている。クリープ、応力緩和、超塑性変形などの現象を定量的に評価している。最近では、粒子集合体の変形に関するコンピュータシミュレーションを導入し、これらの現象の機構解明に取り組んでいる。
　　　　　

「ガラス産業連合会・第３回ガラス技術シンポジウム」 のポスター発表のテンプレートです。

４００字程度でA4用紙上半分に収まるように作成してください。







25×25 mm


のスペースをあけてください








25×25 mm


のスペースをあけてください








